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判
　
例
　
研
　
究

一
〇
四

（
九
七
〇
）

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究

一
三
六
〕

昭
和
四
九
年
1
1
（
搬
槁
鵡
瞭
寛
八
巻
八
号
）

　
破
産
管
財
人
が
破
産
者
宛
の
破
産
債
権
譲
渡
の
通
知
書
の
配
達
を
受
け
て
開

　
披
し
た
場
合
と
右
譲
渡
の
効
カ

　
　
所
有
権
移
転
登
記
請
求
お
よ
び
反
訴
請
求
事
件
（
昭
和
四
九
二
一
二
二
第
一
小

　
　
法
廷
判
決
）

　
　
一
　
本
件
建
物
は
も
と
訴
外
A
会
社
の
所
有
で
あ
つ
た
が
、
昭
和
三
七
年
八
旦
三

　
　
日
訴
外
B
信
用
組
合
と
の
間
に
お
い
て
昭
和
三
六
年
一
月
一
〇
日
付
当
座
貸
越
、
手

　
　
形
割
引
手
形
貸
付
契
約
等
に
よ
り
現
在
負
担
し
、
又
は
将
来
発
生
す
る
一
切
の
債
務

　
　
を
担
保
す
る
目
的
で
本
件
建
物
に
つ
い
て
、
債
権
元
本
極
度
額
金
七
〇
〇
万
円
の
第

　
　
一
順
位
の
根
抵
当
権
設
定
契
約
並
に
A
会
社
が
債
務
の
支
払
を
怠
つ
た
と
き
は
本
来

　
　
の
債
務
に
代
え
て
右
建
物
の
所
有
権
を
移
転
す
る
旨
の
代
物
弁
済
予
約
を
締
結
し
、

　
　
昭
和
三
七
年
一
〇
月
一
九
日
根
抵
当
権
設
定
登
記
並
に
所
有
権
移
転
仮
登
記
の
各
登

　
　
記
手
続
を
し
た
。

　
　
二
　
そ
の
後
A
会
社
は
前
記
B
信
用
組
合
と
の
当
座
貸
越
、
手
形
割
引
、
手
形
貸
付

　
　
契
約
を
解
除
し
た
が
、
右
契
約
に
基
く
債
務
は
昭
和
三
九
年
五
月
二
三
日
当
時
に
お

　
　
い
て
、
金
四
、
五
一
八
、
五
三
二
円
に
達
し
た
。

　
　
三
　
前
記
B
信
用
組
合
は
昭
和
三
九
年
五
月
二
三
日
A
会
社
に
対
す
る
右
金
四
、
五

　
　
一
八
、
五
三
二
円
の
債
権
及
び
本
件
建
物
に
対
す
る
根
抵
当
権
、
代
物
弁
済
予
約
上

　
　
の
権
利
を
瓦
（
原
告
）
に
譲
渡
し
、
且
つ
昭
和
三
九
年
六
月
四
日
前
記
記
載
の
根
抵

　
　
当
権
設
定
登
記
並
に
所
有
権
移
転
仮
登
記
を
瓦
の
た
め
に
移
転
す
る
旨
の
附
記
登
記

を
な
し
、
昭
和
三
九
年
六
月
二
二
日
到
達
の
内
容
証
明
郵
便
に
よ
り
、
A
会
社
に
対

し
右
債
権
譲
渡
の
通
知
を
し
た
。

四
　
一
方
A
会
社
は
、
昭
和
三
九
年
五
月
二
六
日
東
京
地
方
裁
判
所
で
破
産
宣
告
を

受
け
、
Y
（
被
告
、
反
対
原
告
、
被
控
訴
人
、
被
上
告
人
）
が
そ
の
破
産
管
財
人
に

選
任
さ
れ
た
。

五
瓦
は
、
第
一
審
に
お
い
て
A
会
社
の
前
記
債
務
は
既
に
履
行
期
を
経
過
し
て

い
た
の
で
、
本
訴
状
に
よ
つ
て
代
物
弁
済
の
予
結
完
結
の
意
思
表
示
を
し
、
本
件
建
物

の
所
有
権
を
取
得
し
た
と
主
張
し
た
。
ま
た
X
が
前
記
の
通
り
債
権
を
譲
受
け
た
の

は
、
瓦
（
引
受
参
加
人
）
及
び
瓦
（
引
受
参
加
人
）
の
依
頼
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

即
ち
瓦
は
A
会
社
経
営
者
ム
家
に
嫁
い
で
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
建
物
に
つ
い

て
訴
外
B
信
用
組
合
が
代
物
弁
済
予
約
の
仮
登
記
を
有
し
て
い
た
の
で
、
本
件
建
物

が
第
三
者
の
手
に
落
ち
る
こ
と
を
苦
慮
し
、
実
父
訴
外
C
に
依
頼
し
て
昭
和
三
九
年

五
月
二
三
日
金
五
〇
〇
万
円
を
訴
外
D
信
用
金
庫
よ
り
借
受
け
て
貰
い
、
こ
の
金
を

利
用
し
て
瓦
に
頼
ん
で
前
記
の
通
り
、
訴
外
B
信
用
組
合
よ
り
債
権
及
び
そ
の
担
保

権
を
譲
受
け
て
貰
つ
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
X
は
前
記
代
物
弁
済
予
約
完
結
の
意
思

表
示
を
し
た
後
、
他
の
問
題
か
ら
名
義
を
変
え
て
く
れ
と
い
う
の
で
、
昭
和
四
〇
年

三
月
一
二
日
瓦
（
引
受
参
加
人
）
の
名
義
を
借
用
し
た
が
、
同
人
も
法
廷
に
出
る
こ
と

の
煩
環
を
嫌
つ
た
の
で
、
瓦
お
よ
び
瓦
が
共
同
で
瓦
の
本
件
建
物
に
つ
い
て
の
一
切

の
権
利
を
承
継
し
、
引
受
参
加
人
瓦
よ
り
抵
当
権
設
定
登
記
及
び
所
有
権
移
転
の
仮

登
記
に
つ
い
て
移
転
の
付
記
登
記
を
了
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
つ
て
瓦
、
瓦
等
は
本

件
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
本
訴
と
し
て
Y
に
対
し
前
記
所
有



権
移
転
仮
登
記
の
本
登
記
手
続
を
求
め
る
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
Y
（
被
告
）
は
、
A
会
社
の
B
信
用
組
合
に
対
す
る
債
務
は
、
昭
和
三

九
年
五
月
二
三
日
A
会
社
の
弁
済
に
よ
つ
て
消
滅
し
た
、
Y
に
債
務
譲
渡
の
通
知
が

な
い
、
本
件
債
権
譲
渡
は
通
謀
虚
偽
表
示
で
無
効
、
宣
告
後
に
抵
当
権
の
譲
渡
、
代

物
弁
済
予
約
完
結
権
の
譲
渡
を
受
け
、
完
結
権
を
行
使
す
る
こ
と
は
破
産
法
五
四
条

一
項
、
五
五
条
に
よ
り
破
産
債
権
者
に
対
抗
し
な
い
と
述
べ
た
。

Y
は
、
反
訴
に
お
い
て
瓦
、
瓦
の
抵
当
権
、
所
有
権
移
転
の
仮
登
記
の
抹
消
等
を
求

め
、
そ
の
請
求
原
因
と
し
て
A
会
社
の
債
務
は
、
宣
告
前
の
弁
済
に
よ
り
消
滅
し
た

と
主
張
し
た
。

第
一
審
判
決
は
、
本
訴
に
つ
き
瓦
、
瓦
の
請
求
を
棄
却
し
、
反
訴
に
つ
き
Y
の
主
張

を
認
め
て
本
件
各
登
記
の
抹
消
を
命
じ
た
。

L
、
瓦
か
ら
控
訴
し
、
控
訴
審
は
、
本
訴
に
つ
き
瓦
、
瓦
の
控
訴
を
棄
却
し
、
他
方

反
訴
に
つ
い
て
も
ま
た
Y
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
控
訴
審
は
、
本
件
債
権
お
よ
び
抵

当
権
、
代
物
弁
済
予
約
上
の
権
利
を
A
会
社
か
ら
瓦
に
譲
渡
し
た
と
の
点
に
つ
い
て

判
断
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
昭
和
三
九
年
五
月
二
三
日
に
債
権
残
額
は
金
四
五
一

万
八
五
三
二
円
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
、
A
会
社
か
ら
X
に
対
す
る
債
権
譲
渡
が
通
謀

虚
偽
表
示
で
な
い
こ
と
、
ま
た
本
件
債
権
の
譲
渡
が
昭
和
三
九
年
六
月
二
二
日
A
会

社
に
対
し
て
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
Y
に
対
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
な
い
た
め
右
債

権
譲
渡
を
対
抗
で
き
な
い
。
そ
れ
故
、
抵
当
権
等
の
登
記
が
X
に
譲
渡
さ
れ
た
事
実

が
あ
つ
て
も
こ
れ
ら
各
権
利
を
瓦
に
お
い
て
行
使
す
る
に
由
な
い
も
の
と
し
、
さ
ら

に
こ
の
抵
当
権
等
の
諸
権
利
が
瓦
、
瓦
に
譲
渡
さ
れ
て
い
て
も
瓦
に
お
い
て
被
担
保

債
権
の
譲
受
け
を
対
抗
で
き
な
い
以
上
、
瓦
、
瓦
に
お
い
て
も
右
諸
権
利
は
行
使
で

き
な
い
と
判
断
し
、
し
か
し
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
瓦
、
瓦
の
右
諸
権
利
が
当
然

に
消
滅
に
帰
し
た
と
断
じ
得
べ
ぎ
も
の
で
な
い
と
し
て
、
X
、
X
の
控
訴
を
棄
却

し
、
ま
た
Y
の
反
訴
に
つ
き
控
訴
を
棄
却
し
た
。

瓦
、
瓦
よ
り
上
告
し
た
。
上
告
理
由
は
、

判
　
例
　
研
　
究

「
第
一
に
、
控
訴
裁
判
所
は
破
産
法
五
四
条
の
解
釈
を
誤
つ
た
判
決
を
し
て
い
る
。

即
ち
、
控
訴
裁
判
所
は
債
権
譲
渡
の
通
知
が
昭
和
三
九
年
六
月
二
二
日
H
信
用
組
合

か
ら
A
会
社
代
表
者
ん
に
対
し
な
さ
れ
た
が
、
右
通
知
は
A
会
社
に
対
す
る
破
産
宣

告
決
定
の
あ
つ
た
昭
和
三
九
年
五
月
二
六
日
よ
り
も
後
で
あ
つ
て
、
A
会
社
の
破
産

管
財
人
た
る
被
控
訴
人
Y
に
対
し
て
通
知
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
譲
受
人
瓦
は

右
破
産
管
財
人
に
対
し
て
そ
の
善
意
、
悪
意
を
問
わ
ず
、
右
債
権
譲
渡
を
対
抗
で
き

な
い
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍

ら
、
一
、
右
B
信
用
組
合
の
債
権
は
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

即
ち
、
破
産
財
団
を
構
成
す
る
　
「
財
産
』
（
破
産
法
第
三
条
第
一
項
）
は
破
産
者
の

積
極
財
産
、
即
ち
資
産
の
み
を
指
し
、
債
務
を
含
ま
な
い
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
B
信
用
組
合
の
A
会
社
に
対
す
る
債
権
で
あ
つ

て
、
反
面
こ
れ
は
A
会
社
の
B
信
用
組
合
に
対
す
る
債
務
で
あ
る
か
ら
、
破
産
者
A

会
社
の
破
産
財
団
の
範
囲
に
属
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
右
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
二
、
破
産
法
第
五
四
条
は
、
破
産
宣
告
後
、
破
産
者
の
法
律
行
為
に
よ
ら
な
く

と
も
破
産
財
団
所
属
財
産
に
関
し
第
三
者
が
権
利
を
取
得
し
て
も
こ
れ
を
破
産
財
団

に
対
し
主
張
で
き
な
い
、
と
規
定
す
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
譲
受
人
瓦
が
債
権
を

取
得
し
て
も
そ
れ
が
破
産
財
団
所
属
財
産
で
あ
る
限
り
財
団
に
対
し
取
得
し
た
権
利

を
主
張
で
き
な
い
こ
と
な
る
が
、
右
一
で
述
ぺ
た
通
り
、
右
債
権
は
破
産
財
団
に
属

し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
右
破
産
法
五
四
条
の
適
用
を
み
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

更
に
右
五
四
条
の
拡
張
、
類
推
解
釈
も
五
四
条
が
取
引
の
自
由
を
制
約
す
る
も
の
で

あ
る
以
上
、
厳
格
に
解
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

第
二
に
、
控
訴
裁
判
所
は
破
産
法
第
一
九
〇
条
の
解
釈
を
誤
つ
た
判
決
を
し
て
い

る
。
一
、
債
権
譲
渡
の
通
知
が
破
産
宣
告
後
の
A
会
社
代
表
取
締
役
A
に
対
し
て
な

さ
れ
て
も
、
破
産
法
第
一
九
〇
条
第
一
項
に
よ
り
破
産
宣
告
後
破
産
者
に
宛
て
ら
れ

た
一
切
の
郵
便
物
は
破
産
管
財
人
に
送
付
さ
れ
て
、
そ
の
上
開
披
も
で
き
（
第
二

項
）
、
管
財
人
に
よ
る
郵
便
物
の
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
（
九
七
一
）



　
　
判
　
例
　
研
　
究

産
宣
告
に
よ
り
郵
便
物
の
管
理
が
必
要
的
に
な
さ
れ
て
い
る
以
上
、
債
権
譲
渡
の
通

知
が
た
と
え
破
産
者
代
表
者
に
宛
て
ら
れ
て
も
管
財
人
が
そ
の
内
容
を
了
知
し
得
る

も
の
で
あ
る
か
ら
本
件
の
よ
う
に
宛
名
が
異
つ
て
い
て
も
管
財
人
に
宛
て
ら
れ
た
通

知
と
実
質
的
に
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
解
釈
に
よ
ら
ず
し
て
、
控
訴

裁
判
所
が
右
債
権
譲
渡
の
通
知
が
破
産
管
財
人
に
対
し
て
通
知
さ
れ
た
も
の
で
な
い

か
ら
譲
受
人
は
被
控
訴
人
で
あ
る
破
産
管
財
人
に
債
権
譲
渡
を
対
抗
で
き
な
い
と
認

定
す
る
の
は
余
り
に
形
式
的
な
解
釈
で
あ
つ
て
破
産
法
第
一
九
〇
条
の
指
向
す
る
解

釈
を
実
質
的
に
無
視
し
た
誤
つ
た
も
の
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
二
、
仮
に
控
訴
裁

判
所
の
判
断
の
ご
と
く
破
産
者
自
身
に
対
し
て
債
権
譲
渡
の
通
知
が
な
さ
れ
て
も
、

破
産
管
財
人
に
対
し
て
通
知
さ
れ
た
も
の
で
な
い
の
な
ら
、
譲
受
人
は
管
財
人
に
対

し
て
債
権
譲
渡
を
対
抗
で
ぎ
な
い
も
の
と
す
れ
ば
債
権
の
譲
渡
人
は
債
務
老
に
破
産

宣
告
が
あ
つ
た
か
い
な
か
、
更
に
ゆ
是
口
が
あ
つ
た
と
し
た
ら
管
財
人
は
誰
か
に
ま
で

不
断
の
注
意
を
払
わ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
譲
渡
人
に
多
大
な

負
担
を
か
け
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。
一
方
、
債
権
の
譲
渡
人
が
債
権
譲
渡
を
債
務
者

に
対
抗
し
う
る
た
め
に
は
、
譲
渡
人
の
債
務
者
に
つ
い
て
の
破
産
宣
告
の
知
、
不
知

に
よ
る
こ
と
と
な
り
、
自
己
の
責
任
の
範
囲
に
属
さ
な
い
危
険
を
負
担
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
破
産
者
に
対
す
る
破
産
債
権
に
つ
い
て
の
第
三
者
か
ら
の
弁
済

は
結
果
的
に
は
殆
ん
ど
許
さ
れ
難
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
結
果
が
、
破
産

者
の
自
由
財
産
、
又
は
新
得
財
産
か
ら
の
債
権
者
に
対
す
る
任
意
の
弁
済
が
許
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
不
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
上
告
審
の
判
決
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
破
産

債
権
で
あ
る
指
名
債
権
の
譲
渡
は
、
譲
渡
人
が
こ
れ
を
破
産
管
財
人
に
通
知
し
、
又

は
破
産
管
財
人
が
こ
れ
を
承
諾
し
な
け
れ
ぽ
、
破
産
管
財
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で

ぎ
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
原
審
の
確
定
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
B
信

用
組
合
の
A
会
社
に
対
す
る
本
件
債
権
は
、
昭
和
三
九
年
五
月
二
三
日
右
B
信
用
組

合
か
ら
X
に
譲
渡
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
譲
渡
の
通
知
は
、
A
会
社
が
破
産
宣
告
を

一
〇
六

（
九
七
二
）

受
け
た
同
月
二
六
日
よ
り
も
後
で
あ
る
同
年
六
月
二
二
日
に
右
会
社
の
代
表
者
A
に

対
し
さ
れ
た
が
、
破
産
管
財
人
で
あ
る
被
上
告
人
Y
に
対
し
て
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
た
と
え
、
所
論
の
よ
う
に
、
右
破
産
者
宛
て

の
通
知
が
破
産
管
財
人
に
配
達
さ
れ
、
破
産
管
財
人
が
こ
れ
を
開
披
し
た
と
し
て

も
、
破
産
管
財
人
は
右
債
権
譲
渡
が
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
た
こ
と
に
な
る
に
す
ぎ

ず
、
こ
れ
を
も
つ
て
は
未
だ
右
債
権
譲
渡
の
通
知
が
破
産
管
財
人
に
対
し
さ
れ
た
も

の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
前
記
譲
受
人
瓦
は
右
債
権
譲
渡
を
被
上

告
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
な
く
、
論
旨
は
、
原
審
の
認
定
に
そ

わ
な
い
事
実
関
係
に
基
づ
く
か
、
又
は
独
自
の
見
解
に
立
つ
て
原
判
決
を
論
難
す
る

も
の
で
あ
つ
て
、
採
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ
な
い
。
」
と
。

判
旨
に
賛
成
す
る
。

旧
　
本
件
判
決
は
、
破
産
宣
告
後
に
す
る
破
産
債
権
の
譲
渡
の
通
知
は
、
破
産
管

財
人
に
対
し
て
す
る
こ
と
を
要
し
、
破
産
者
に
対
し
て
し
た
通
知
は
、
破
産
管

財
人
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
関
す
る

初
の
最
高
裁
判
決
と
し
て
意
義
が
あ
る
。
従
来
の
判
例
は
、
破
産
債
権
も
譲
渡

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（
大
判
（
民
連
）
明
治
四
五
。
五
．
二
七
評
論
一
巻
商
一
二

三
頁
）
と
し
、
ま
た
戦
前
の
下
級
審
判
決
で
は
あ
る
が
、
破
産
債
権
の
譲
渡
の

通
知
は
破
産
管
財
人
に
対
し
て
す
る
必
要
が
あ
る
　
（
東
控
判
昭
和
一
七
．
一
〇
．

一
五
法
律
新
聞
四
八
二
六
号
九
頁
）
と
し
て
い
た
。

　
破
産
債
権
の
譲
渡
は
、
債
権
届
出
後
、
ま
た
債
権
確
定
後
で
あ
つ
て
も
さ
し

つ
か
え
な
い
が
、
債
権
届
出
後
の
譲
渡
は
、
届
出
事
項
の
変
更
と
し
て
破
産
裁



判
所
に
届
出
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
破
壬
二
五
条
）
。

二
　
本
件
で
は
、
破
産
宣
告
前
に
B
信
用
組
合
か
ら
瓦
に
債
権
の
譲
渡
が
な
さ

れ
、
宣
告
後
に
破
産
者
A
会
社
に
、
債
権
譲
渡
の
通
知
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

債
権
譲
渡
の
通
知
の
相
手
方
は
、
債
務
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
に
す
る
こ
と
を

要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
判
決
が
通
知
は
管
財
人
に
対
し
て
す
る
こ
と
を
要

す
る
と
し
た
の
は
、
破
産
管
財
人
の
法
的
地
位
に
関
す
る
理
論
に
つ
い
て
、
本

判
決
は
少
な
く
と
も
破
産
者
代
理
説
を
排
除
し
た
か
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち
破

産
管
財
人
を
破
産
者
の
代
理
人
と
す
れ
ば
、
本
人
た
る
破
産
者
に
対
し
て
し
た

本
件
通
知
は
有
効
な
通
知
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
で
あ
る
が
、
し
か
し

後
に
述
べ
る
よ
う
に
管
財
人
を
破
産
者
の
代
理
人
と
解
し
た
と
こ
ろ
で
右
の
結

論
に
至
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
判
決
が
管
財
人
の
破
産
者
代
理

説
を
正
面
か
ら
排
除
し
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
債
権
の
譲
渡
に
通
知
を
要
す
る
と
す
る
法
制
は
既
に
古
く
ロ
ー
マ
法
時
代
か

ら
存
在
し
、
こ
こ
で
は
譲
渡
人
か
ら
債
務
者
に
通
知
す
る
こ
と
を
要
し
て
い
た

よ
う
で
あ
り
、
ド
イ
ッ
普
通
法
時
代
に
は
譲
渡
人
か
ら
通
知
す
る
こ
と
を
要
す

る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
で
は
、
い
ず
れ
か
ら
で
も
通
知
し

う
る
と
規
定
し
て
お
り
、
わ
が
旧
民
法
財
産
編
で
も
譲
受
人
か
ら
通
知
す
る

（
旧
民
法
三
四
七
条
一
項
）
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
、
譲
受
人
か
ら
の
通
知
は
虚

偽
の
通
知
を
招
く
危
険
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
ド
イ
ッ
民
法
（
四
〇
七
条
、
四
〇

八
条
）
で
は
、
債
務
者
の
善
意
・
悪
意
に
よ
り
区
別
し
て
い
る
。
い
ず
れ
の
法

制
に
お
い
て
も
債
権
譲
渡
の
通
知
制
度
は
、
誰
れ
に
弁
済
す
れ
ば
よ
い
か
、
す

な
わ
ち
二
重
弁
済
の
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
債
務
の
弁
済
権
限
を
有
す
る
債

務
者
に
真
実
の
権
利
老
を
知
ら
せ
る
制
度
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
う
だ
と
す
れ

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

ば
、
破
産
宣
告
に
よ
つ
て
破
産
者
は
財
産
管
理
、
処
分
権
限
を
奪
わ
れ
、
こ
れ

は
破
産
管
財
人
に
専
属
す
る
（
破
七
条
）
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
り
に
破
産
管
財

人
を
破
産
者
の
代
理
人
と
解
し
た
と
し
て
も
、
弁
済
権
限
は
、
す
な
わ
ち
破
産

的
配
当
は
、
破
産
管
財
人
に
お
い
て
の
み
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
債
務
者
が
破
産

者
で
あ
る
と
し
て
も
、
破
産
に
お
い
て
は
弁
済
た
る
処
分
行
為
は
破
産
者
に
は

な
し
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
結
論
的
に
は
そ
れ
を
な
し
う
る
破
産
管
財
人
に

誰
れ
が
真
の
債
権
者
か
を
知
ら
せ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
通
知
の
相

手
方
は
管
財
人
で
あ
つ
て
破
産
者
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
お
破
産
管
財
人

の
法
的
地
位
に
つ
き
そ
の
他
の
代
理
説
に
つ
い
て
も
同
一
の
結
論
に
至
る
こ
と

は
右
と
同
様
で
あ
り
、
ま
た
職
務
説
、
代
表
説
の
い
ず
れ
に
立
脚
し
て
も
管
財

人
を
通
知
の
相
手
方
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
管
財
人
の
法
的
地
位
に

関
し
て
い
か
な
る
見
解
に
よ
つ
て
も
本
件
に
つ
い
て
は
結
論
に
相
違
は
ぎ
た
さ

な
い
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

三
　
上
告
理
由
は
、
原
審
が
破
産
法
五
四
条
の
解
釈
を
誤
つ
た
と
し
て
い
る

が
、
し
か
し
原
審
は
、
本
件
債
権
譲
渡
の
通
知
が
破
産
宣
告
後
破
産
者
A
会
社

に
対
し
て
さ
れ
て
い
て
破
産
管
財
人
Y
に
対
し
て
さ
れ
て
い
な
い
事
実
を
も
つ

て
、
譲
受
人
瓦
は
Y
に
対
し
て
そ
の
善
意
・
悪
意
を
問
わ
ず
債
権
譲
渡
を
対
抗

し
え
な
い
と
論
じ
て
い
る
の
み
で
あ
つ
て
、
そ
れ
尽
き
る
。
す
な
わ
ち
原
審
は
、

破
産
法
五
四
条
の
問
題
と
し
て
は
処
理
し
て
い
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
破
産
法
五
四
条
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
「
破
産
財
団
に
属
す
る
財
産
」

（
破
五
四
条
、
六
九
条
）
と
　
「
破
産
財
団
に
関
す
る
訴
訟
手
続
」
（
民
訴
一
二
四
条
）
で

は
、
前
老
は
破
産
財
団
を
構
成
す
る
個
々
の
積
極
財
産
を
指
し
、
後
者
は
、
前

者
の
対
象
も
含
み
、
か
つ
た
と
え
ば
破
産
債
権
に
関
す
る
訴
訟
等
も
含
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
　
　
　
（
九
七
一
）



　
　
　
判
　
例
研
究

と
解
さ
れ
て
お
り
（
宗
田
・
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
二
六
六
頁
以
下
参

照
）
、
破
産
債
権
の
譲
渡
は
前
者
の
問
題
に
含
ま
れ
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
前
者
の
問
題
と
し
て
含
ま
れ
る
の
は
、
抵
当
権
等
の
譲
渡
の
場
合
で

あ
る
が
、
本
件
で
は
、
こ
れ
に
関
す
る
控
訴
は
取
り
下
げ
ら
れ
て
お
り
判
断
は

さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
は
、
被
担
保
債
権
の
譲
渡
と
と
も
に
す
る
抵
当
権
の
譲

渡
・
代
物
弁
済
予
約
上
の
権
利
の
譲
渡
で
あ
つ
て
、
こ
の
場
合
に
は
被
担
保
債

権
の
譲
渡
が
対
抗
で
き
な
い
以
上
い
ず
れ
に
し
て
も
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
件
は
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
上
告
さ
れ
、
そ
れ

に
関
し
て
宣
告
後
の
破
産
者
へ
の
通
知
は
、
管
財
人
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
を

上
告
審
は
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

四
　
そ
こ
で
破
産
者
自
身
に
対
す
る
宣
告
後
の
通
知
が
、
管
財
人
に
対
抗
で
き

る
か
否
か
に
関
し
て
、
上
告
理
由
第
二
点
は
、
破
産
法
一
九
〇
条
を
指
摘
し
て

管
財
人
は
郵
便
物
を
管
理
し
て
開
披
す
ら
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
宛
名
が
異
つ

て
も
管
財
人
に
宛
て
て
さ
れ
た
通
知
と
実
質
的
に
同
一
視
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る

と
い
う
。
し
か
し
同
条
は
、
破
産
管
財
人
が
破
産
者
の
財
産
状
態
、
破
産
財
団

に
属
す
べ
き
財
産
の
有
無
お
よ
び
そ
の
所
在
を
探
知
す
る
た
め
に
占
有
管
理
権

の
一
態
様
と
し
て
郵
便
物
の
開
披
等
を
認
め
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
ω
　
通
知
人

が
い
か
な
る
法
主
体
を
相
手
方
と
定
め
て
通
知
し
た
か
、
こ
の
通
知
人
と
相
手

方
の
両
法
主
体
間
に
お
い
て
の
み
観
念
の
通
知
た
る
譲
渡
の
通
知
は
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
②
　
管
財
人
Y
は
、
破
産
者
に
対
す
る
通
知
を
確
実
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
、
⑥
　
よ
し
ん
ば
、
破
産
者
の
通
知
を
管
財
人
Y

が
知
つ
た
場
合
に
は
Y
へ
の
通
知
あ
り
と
み
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
た

と
こ
ろ
で
、
破
産
手
続
と
い
う
大
量
な
債
権
債
務
の
処
理
機
構
に
お
い
て
は
、
画

一
〇
八

（
六
七
二
）

一
的
な
規
準
に
よ
つ
て
安
定
し
た
進
行
を
図
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
お
よ
ぴ

ω
配
当
担
当
者
た
る
、
管
財
人
Y
と
し
て
は
管
財
業
務
遂
行
に
関
す
る
注
意

義
務
の
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
単
に
破
産
者
へ
の
通
知
を
知
つ
た
と
き
は
譲

受
人
に
配
当
す
れ
ぽ
足
り
る
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
逆
の
場
合
の
処
置
に

お
け
る
責
任
の
問
題
を
生
じ
、
さ
ら
に
譲
渡
の
通
知
制
度
が
弁
済
（
配
当
）
老

の
利
益
の
た
め
に
存
す
る
こ
と
を
も
考
え
れ
ば
管
財
人
Y
へ
の
通
知
を
要
す
る

と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。

五
　
さ
ら
に
上
告
理
由
は
、
右
四
の
結
論
に
よ
る
と
債
権
の
譲
渡
人
は
管
財
人

は
誰
れ
か
と
い
う
点
に
つ
き
不
断
の
注
意
を
要
し
、
こ
れ
は
第
三
者
の
弁
済
に

基
づ
く
債
権
の
譲
渡
は
ほ
と
ん
ど
許
さ
れ
難
い
と
い
う
が
、
破
産
宣
告
と
そ
の

同
時
処
分
と
し
て
選
任
さ
れ
た
管
財
人
の
住
所
・
氏
名
は
、
公
告
（
破
一
四
三
条
一

項
、
一
一
五
条
、
一
一
六
条
）
と
知
れ
た
る
債
権
者
に
は
右
の
ほ
か
に
送
達
（
破

一
四
三
条
二
項
、
一
一
八
条
）
を
要
し
、
こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
公
告
方
法
の
当
否

に
関
す
る
立
言
と
し
て
は
と
も
か
く
、
そ
れ
か
ら
直
ち
に
本
件
に
つ
い
て
上
告

理
由
を
支
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
一
・
四
・
三
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
　
田
　
親
彦


